
関の沢橋梁を渡る井川線南アルプスあぷとライン

金谷

静岡県

静岡市

御前崎市

大
井
川
本
線

井川線

千頭

井川井川

新金谷
代官町

富士山静岡空港

JR東
海道本

線

東海
道新
幹線

新東
名高
速道
路

東
名
高
速
道
路

五和

神尾

福用

大和田

家山

抜里

川根温泉笹間渡
川根温泉
ふれあいの泉

地名

塩郷

下泉

田野口

駿河徳山

青部
崎平

崎平

川根両国
沢間

土本

川根小山 奥泉

奥大井湖上

接岨峡温泉

井川湖井川湖

大井川

寸又峡

尾盛 閑蔵

アプトいちしろ

アプト式区間

長
島
ダ
ム

ひ
ら
ん
だ

日切 島田

掛川

藤枝 焼津

静岡

島田金谷

磐田

関の沢橋梁を渡る井川線南アルプスあぷとライン
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数
々
の
「
唯
一
」
を
持
つ
二
つ
の
路
線

 
の
ど
か
な
山
間
の
茶
畑
に
、
ボ
ォ
ー
ッ
と
汽

笛
が
鳴
り
響
く
。
力
強
い
ド
ラ
フ
ト
音
が
聞
こ

え
て
く
る
。
や
が
て
白
い
蒸
気
を
噴
き
出
し
、

そ
の
勇
壮
な
姿
を
現
し
た
Ｓ
Ｌ
は
、
力
強
い
走

行
音
を
響
か
せ
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
37

年
前
か
ら
続
く
、
大
井
川
鐵
道
の
沿
線
風
景
だ
。

東
海
道
24
番
目
の
宿
場
町
、
金
谷
を
起
点

に
、
そ
の
名
の
通
り
、
大
井
川
の
流
れ
を
遡
る

よ
う
に
北
上
す
る
大
井
川
鐵
道
は
全
長
65
㎞
。

そ
の
道
の
り
は
、
大
井
川
本
線
と
井
川
線
の
二

つ
の
路
線
で
結
ば
れ
て
い
る
。

大
井
川
本
線
は
、
金
谷

－

千せ
ん
ず頭
間
39
・
５
㎞

の
路
線
。
昭
和
51
年
、
当
時
の
国
鉄
か
ら
す
べ

て
の
Ｓ
Ｌ
が
消
え
た
そ
の
年
の
７
月
、
全
国
に

先
駆
け
て
Ｓ
Ｌ
の
動
態
保
存
運
転
を
開
始
し
て

以
来
、
こ
こ
大
井
川
本
線
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日

「
Ｓ
Ｌ
急
行
」
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
井
川
鐵
道
に
在
籍
す
る
常
時
走
行

可
能
な
状
態
の
Ｓ
Ｌ
は
４
両
。
国
鉄
か
ら
移
籍

し
Ｓ
Ｌ
動
態
保
存
運
転
の
先
陣
を
切
っ
た
Ｃ
11

井川湖井川湖井川湖井川湖

ＳＬを本線上で営業運行し、動態保存する。
その日本初の試みから37年。
大井川鐵道は、ＳＬを活かした総合的な観光鉄道を目指し、
創意あふれる取り組みを続けている。
いまや「ＳＬと名車が走る観光鉄道」は全国区の知名度を誇る。
その存在は、地域にとっても貴重な財産だ。
魅力ある鉄道と地域をつくる――大井川鐵道の取り組みを紹介する。

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

特集：ＳＬ運行による鉄道と地域の再生
［大井川鐵道のＳＬ運行と地域の活力創造］
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形
２
２
７
号
、
戦
時
中
に
タ
イ
に
送
ら
れ
昭
和

54
年
に
日
本
へ
の
帰
還
を
果
た
し
た
Ｃ
56
形
44

号
、
現
存
す
る
の
は
こ
の
車
両
だ
け
と
い
う
昭

和
初
期
製
の
貴
重
な
Ｃ
10
形
８
号
、
お
召
し
列

車
を
牽け

ん
い
ん引
し
た
実
績
を
持
つ
Ｃ
11
形
１
９
０
号

だ
。
ち
な
み
に
大
井
川
鐵
道
で
は
、
こ
の
他
に

も
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
が
所
有
す
る
１

両
を
保
管
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｌ
に
牽
引
さ
れ
る
旧
型
の
客

車
群
や
Ｓ
Ｌ
の
補
助
に
使
わ
れ
る
電
気
機
関
車

も
、
他
線
で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
特
色
あ
る

車
両
を
保
有
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
元
住
民
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ

る
普
通
列
車
で
は
、
南
海
電
気
鉄
道
の
「
ズ
ー

ム
カ
ー
」
こ
と
２
１
０
０
０
系
、
京
阪
電
気
鉄

道
の
「
テ
レ
ビ
カ
ー
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た

３
０
０
０
系
、
近
畿
日
本
鉄
道

の
特
急
電
車
１
６
０
０
０
系

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ラ
ー
の
ま

ま
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
。
か

つ
て
関
西
の
大
手
民
鉄
で
活
躍

し
て
い
た
個
性
豊
か
な
電
車
が

里
山
を
走
る
風
景
は
、
Ｓ
Ｌ
と

は
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
り
、
楽

し
い
。

そ
し
て
、
千
頭
か
ら
先
は

「
南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
井
川
線
の
鉄
路
が

南
ア
ル
プ
ス
の
玄
関
口
・
井
川

ま
で
続
く
。
中
部
電
力
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
大
井
川
鐵
道
が

運
営
し
て
い
る
路
線
で
、
営
業

距
離
は
25
・
５
㎞
。
か
つ
て
ダ

ム
建
設
の
資
材
と
木
材
輸
送
を

担
っ
た
森
林
鉄
道
を
、
小
さ
な

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
と
客
車
が
進
ん
で
い
く
。

途
中
に
は
、
日
本
の
鉄
道
で
唯
一
の
ア
プ
ト

式
区
間
が
あ
る
。
平
成
２
年
に
ダ
ム
建
設
に
伴

い
線
路
の
付
け
替
え
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

地
形
上
や
む
を
得
ず
生
じ
た
90
‰
の
急
勾
配
を

ク
リ
ア
す
べ
く
採
用
し
た
の
が
ア
プ
ト
式
鉄
道

だ
。
そ
の
区
間
、
ア
プ
ト
い
ち
し
ろ
駅
で
は
ア

プ
ト
式
機
関
車
の
連
結
作
業
が
行
わ
れ
る
。
床

下
か
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ
歯
車
が
噛
み
合
う
音
が
響
き
、

急
勾
配
を
上
っ
て
い
く
。
1
・
５
㎞
を
上
り
切

り
、
長
島
ダ
ム
駅
で
ア
プ
ト
式
機
関
車
が
切
り

離
さ
れ
る
と
、
列
車
は
再
び
井
川
を
目
指
し
走

る
の
だ
。

両
線
と
も
列
車
自
体
が
珍
し
い
上
、
本
線
の

車
窓
か
ら
眺
め
る
里
山
や
大
井
川
と
そ
の
広
大

な
河
原
の
風
景
、
井
川
線
の
森
林
と
水
を
た
た

大井川鐵道株式会社
営業部　課長

伊藤和則
Kazunori ITO

大井川鐵道株式会社
管理部　課長

山本豊福
Toyofuku YAMAMOTO
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え
た
ダ
ム
の
雄
大
な
景
色
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
二
つ
の
路
線
の
乗
車
を

目
的
に
多
く
の
観
光
客
が
こ
こ
大
井
川
鐵
道
を

訪
れ
る
。

レ
ト
ロ
な
客
車
と
楽
し
い
車
内
演
出

国
鉄
の
Ｓ
Ｌ
列
車
全
廃
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
始
ま
っ
た
大
井
川
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
動
態
保
存
運

転
。
Ｃ
11
形
２
２
７
号
が
牽
引
す
る
Ｓ
Ｌ
急
行

「
か
わ
ね
路
号
」
の
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ
る

と
、
３
両
の
客
車
の
指
定
席
は
あ
っ
と
い
う
間

に
何
日
も
先
ま
で
予
約
で
埋
ま
り
、
沿
線
に
は

大
勢
の
Ｓ
Ｌ
愛
好
家
が
カ
メ
ラ
を
抱
え
て
集

ま
っ
た
と
い
う
。

Ｓ
Ｌ
急
行
の
乗
車
人
員
は
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り

で
増
加
し
、
初
年
度
に
７
万
人
、
３
年
後
の
昭

和
54
年
に
は
年
間
10
万
人
を
突
破
し
て
い
る
。

平
成
２
年
に
は
そ
の
2
倍
の
20
万
人
に
上
り
、

21
年
に
は
過
去
最
高
の
28
万
人
を
記
録
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
23
年
は
22
万
人

に
減
少
し
た
が
、
24
年
の
乗
車
人
員
数
は
、
ほ

ぼ
例
年
並
み
ま
で
回
復
し
て
い
る
」
と
管
理
部

の
山
本
豊
福
課
長
は
言
う
。

Ｓ
Ｌ
急
行
の
座
席
は
原
則
予
約
制
だ
。
現
在
、

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
は
定
員
５
６
０
人
、
最
大

７
両
の
客
車
編
成
で
、
１
日
に
３
往
復
走
ら
せ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
す
べ
て
の
便
が
満
席
に

な
る
日
も
少
な
く
な
い
。

Ｓ
Ｌ
急
行
に
乗
る
た
め
に
始
発
駅
の
新
金
谷

駅
に
向
か
っ
た
。
開
業
当
時
の
面
影
を
残
す
駅

舎
、
ホ
ー
ム
は
発
車
前
の
Ｓ
Ｌ
の
勇
姿
に
歓
声

を
上
げ
、
記
念
撮
影
す
る
乗
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
い
う
蒸
気
の
噴
出
音
が
、

Ｓ
Ｌ
の
旅
の
高
揚
感
を
一
層
か
き
立
て
る
。

客
車
は
い
ず
れ
も
か
つ
て
Ｓ
Ｌ
と
共
に
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
大
井
川
鐵
道
で
は
当
時
の
ま

ま
、
何
も
手
を
加
え
ず
に
保
存
し
て
い
る
。
手

動
の
ド
ア
、
ニ
ス
が
塗
ら
れ
た
木
製
の
壁
や
床
、

ア
ー
チ
形
の
天
井
や
木
枠
に
モ
ケ
ッ
ト
生
地
を

張
っ
た
座
席
。
古
き
良
き
時
代
の
風
情
が
漂
う
。

汽
笛
が
鳴
り
響
き
、
が
く
ん
と
連
結
器
の
衝

撃
が
伝
わ
る
と
、
列
車
は
ゆ
っ
く
り
と
走
り
出

し
、
少
し
ず
つ
速
度
を
増
し
て
い
く
。

や
が
て
Ｓ
Ｌ
急
行
名
物
の
Ｓ
Ｌ
専
務
車
掌
、

通
称
「
Ｓ
Ｌ
お
ば
さ
ん
（
お
じ
さ
ん
）」
の
車
内

放
送
が
流
れ
始
め
た
。
機
関
車
の
紹
介
や
沿
線

風
景
の
見
所
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る
。
こ
の
放

送
が
終
わ
る
と
、
車
内
を
回
っ
て
乗
客
に
直
接

語
り
掛
け
、
緩
急
自
在
の
話
術
で
乗
客
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
段
取
り
だ
。
時
に
は
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
取
り
出
し
、
童
謡
を
演
奏
す
る
。
乗
客
が

思
わ
ず
口
ず
さ
む
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
と
歌

1当時のままを保存している旧型客車の車内 2茶畑の中をＳＬが走る。鉄道の原風景がここにある 3旧型客車はその名の通りの網棚
4旅人と沿線の人が手を振り合う。窓を開けて手を振る乗客

昭和42

400
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240
220
200
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120
100
80
60
40
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0

52 56 62 平成1 5 10 18 19 20 21 22 23

（万人）
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本線＋井川線

SL
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2



11 MINTETSU WINTER 2013

特集：ＳＬ運行による鉄道と地域の再生
［大井川鐵道のＳＬ運行と地域の活力創造］

声
、
そ
し
て
列
車
の
走
行
音
が
相
ま
っ
て
、
車

内
の
「
楽
し
さ
」
と
「
懐
か
し
さ
」
が
一
段
と

色
濃
く
な
っ
て
い
く
。

Ｓ
Ｌ
専
務
車
掌
は
こ
れ
ま
で
９
人
が
務
め
、

現
在
は
女
性
２
人
、
男
性
１
人
が
交
代
で
乗
務

し
て
い
る
。
元
国
鉄
職
員
だ
っ
た
初
代
Ｓ
Ｌ
お

じ
さ
ん
は
、
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
「
楽
し
い
思
い

出
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
志
は
引
き
継
が
れ
、
20
年
間
、

Ｓ
Ｌ
お
ば
さ
ん
を
務
め
る
大
原
ひ
で
子
さ
ん
は

「
お
客
さ
ま
に
『
ま
た
行
き
た
い
。
も
う
一
度
Ｓ

Ｌ
に
乗
り
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
案
内
し
た
い
」
と
話
す
。
後
日
、
そ
の
心
の

こ
も
っ
た
も
て
な
し
に
、
乗
客
か
ら
お
礼
の
手

紙
が
届
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

営
業
部
の
伊
藤
和
則
課
長
も
、「
各
自
の
個

性
を
生
か
し
た
Ｓ
Ｌ
お
ば
さ
ん
（
お
じ
さ
ん
）

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
も
言
え
る
演
出
が
、
Ｓ

Ｌ
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
立
て
、
お
客
さ
ま
の

思
い
出
を
さ
ら
に
印
象
深
い
も
の
に
し
て
い
る
」

と
そ
の
活
躍
を
た
た
え
て
い
る
。

新
金
谷
駅
か
ら
千
頭
駅
ま
で
の
Ｓ
Ｌ
急
行
の

旅
は
約
80
分
。
途
中
、
列
車
は
家
山
駅
に
停
車

す
る
。
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
に
た
び
た
び
使

用
さ
れ
る
駅
で
、
木
造
の
駅
舎
に
は
昭
和
初
期

の
た
た
ず
ま
い
が
そ
の
ま
ま
残
る
。
ホ
ー
ム
に

降
り
立
ち
、
外
の
景
色
を
楽
し
む
乗
客
の
姿
が

目
立
つ
。
団
体
利
用
客
は
こ
こ
で
降
車
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。

大
井
川
本
線
に
は
、
Ｓ
Ｌ
急
行
が
通
過
す
る

駅
に
も
趣
深
い
駅
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
川
根
温

泉
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
川
根
温
泉
笹さ

さ
ま間
渡ど

駅
、

日
本
民
営
鉄
道
協
会
と
の
共
同
事
業
で
開
業
時

の
姿
を
復
元
し
た
田た

の
く
ち

野
口
駅
、
懐
か
し
い
木
造

駅
舎
が
健
在
の
駿す

る
が河
徳と

く
や
ま山
駅
な
ど
、
車
窓
か
ら

眺
め
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

終
点
の
千
頭
駅
に
到
着
し
た
。
運
転
士
に
話

し
か
け
る
人
、
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｌ
を

見
学
す
る
人
、
井
川
線
に
乗
り
換
え
る
人
、
Ｓ

Ｌ
資
料
館
に
向
か
う
人
―
―
Ｓ
Ｌ
の
旅
の
余
韻

は
冷
め
や
ら
ず
、
駅
に
は
し
ば
ら
く
旅
人
た
ち

の
ざ
わ
め
き
が
残
っ
て
い
た
。

継
承
し
、
磨
き
上
げ
て
い
く
現
場
の
力

こ
う
し
た
Ｓ
Ｌ
の
旅
を
、
安
全
・
快
適
な
も

の
に
す
る
た
め
、
新
金
谷
車
両
区
で
は
Ｓ
Ｌ
出

発
の
約
３
時
間
前
か
ら
綿
密
な
点
検
整
備
を
開

始
す
る
。

「
運
行
ダ
イ
ヤ
通
り
に
、
安
全
に
走
行
さ
せ
る

こ
と
が
、
自
分
た
ち
の
最
大
の
使
命
」
と
語
る

の
は
、
松
本
幸
一
整
備
士
で
、
15
人
い
る
整
備

現
場
で
は
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
だ
。　

点
検
は
動
輪
回
り
を
中
心
に
、
1
カ
所
ず
つ
、

専
用
の
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
音
を
聞
き
、
キ
ズ

の
有
無
を
目
視
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
不
具
合
が

な
い
か
を
慎
重
に
確
認
し
て
い
く
。
Ｓ
Ｌ
の
取

り
換
え
部
品
は
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら

な
い
た
め
、
図
面
を
ひ
い
て
自
分
た
ち
で
つ
く

る
こ
と
も
多
い
。

大
井
川
鐵
道
で
は
、
４
両
の
Ｓ
Ｌ
を
２
日
間

ず
つ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
運
行
さ
せ
る
な
ど
、

消
耗
を
防
ぐ
努
力
も
行
っ
て
い
る
が
、
油
断
は

禁
物
だ
。

現
場
に
は
、
何
代
も
前
か
ら
引
き
継
が
れ
て

き
た
整
備
記
録
が
あ
る
。
若
手
に
と
っ
て
は
大

切
な
「
虎
の
巻
」
だ
。
こ
の
記
録
に
学
び
、
自

ら
の
技
術
を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。
ま

た
、
最
近
で
は
Ｓ
Ｌ
を
運
行
し
て
い
る
他
社
と

積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
整
備
技
術
の
継

1車内を回り、乗客と談笑する「ＳＬおばさん」の大原ひで子さん 2入念に磨き込まれた動輪部 3運転席に着く澤谷浩運転士 4ＳＬの下から足回りをチェックする松本幸一整備士

1 3

2

4
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承
と
進
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

一
方
、
運
転
士
と
助
士
が
、
運
行
準
備
で
ま

ず
行
う
の
は
、
Ｓ
Ｌ
の
釜
に
火
を
入
れ
る
こ
と

だ
。
そ
の
後
、
整
備
士
と
共
に
、
足
回
り
の
可

動
部
な
ど
約
１
０
０
カ
所
に
注
油
す
る
。
釜
に

火
を
入
れ
て
１
時
間
半
、
一
定
の
火
力
に
達
し

た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
石
炭
投
入
だ
。
釜
の

中
の
場
所
に
よ
っ
て
火
力
に
偏
り
が
出
な
い
よ

う
に
、
万
遍
な
く
石
炭
を
投
げ
入
れ
る
。
新
金

谷

－

千
頭
間
１
往
復
で
１
ｔ
の
石
炭
を
消
費
し
、

運
転
室
内
は
お
よ
そ
60
℃
に
も
な
る
。

乗
務
は
３
人
体
制
。
運
転
士
と
石
炭
を
く
べ

る
助
士
、
も
う
一
人
の
助
手
は
運
転
席
の
反
対

側
の
視
界
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

14
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
澤
谷
浩
運
転
士
は

「
実
は
Ｓ
Ｌ
の
運
転
席
は
車
両
の
後
方
部
、
左
側

に
あ
る
た
め
、
視
界
が
遮
ら
れ
、
右
側
は
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
状
態
に
な
る
。
そ
の
た
め
Ｓ
Ｌ

の
運
転
に
は
高
度
な
運
転
技
術
と
と
も
に
、
強

靭
な
意
志
と
集
中
力
が
必
要
に
な
る
」
と
話
す
。

Ｓ
Ｌ
の
運
転
士
資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
ゆ

う
に
10
年
は
か
か
る
。
現
在
、
大
井
川
鐵
道
に

は
13
人
の
蒸
気
車
運
転
士
が
在
籍
し
、
６
人
の

助
士
が
蒸
気
車
運
転
士
を
目
指
し
、
経
験
を
積

ん
で
い
る
。

整
備
や
運
転
の
現
場
で
は
、
先
輩
の
行
動
や

教
え
に
従
い
、
自
ら
の
努
力
を
決
し
て
怠
ら
な

い
の
が
鉄
則
だ
。
こ
う
し
て
日
々
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
く
現
場
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
大
井
川
鐵
道

独
自
の
「
現
場
力
」
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
大
き

く
成
長
を
続
け
て
い
る
。

総
合
的
な
「
観
光
鉄
道
」
を
目
指
す

大
井
川
鐵
道
は
、
関
連
各
社
の
事
業
を
Ｓ
Ｌ

に
連
動
さ
せ
、「
観
光
鉄
道
」
と
し
て
の
総
合
的

な
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
大
井
川
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
動
態
保
存
の

道
を
切
り
開
い
た
白
井
昭
氏
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

保
存
鉄
道
担
当
者
か
ら
受
け
た
「
運
賃
だ
け
で

は
な
く
、
飲
食
や
宿
泊
な
ど
ト
ー
タ
ル
で
収
益

を
上
げ
な
け
れ
ば
、
保
存
鉄
道
は
成
功
し
な
い
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
具
現
化
し
た
も
の
だ
。

「
Ｓ
Ｌ
乗
客
サ
ー
ビ
ス
」
を
多
方
面
に
拡
大
し
、

一
つ
一
つ
を
事
業
化
し
て
き
た
。

そ
の
一
例
を
見
て
み
よ
う
。
汽
車
の
旅
に
つ

き
も
の
の
駅
弁
は
、
Ｓ
Ｌ
が
描
か
れ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
中
に
地
元
の
味
を
詰
め
込
ん
だ
３
種

類
を
用
意
し
て
い
る
。
土
産
用
に
は
、
動
輪
を

か
た
ど
っ
た
焼
き
印
を
押
し
た
特
大
サ
イ
ズ
の

ど
ら
焼
き
や
Ｓ
Ｌ
の
形
の
人
形
焼
き
、
Ｓ
Ｌ
の

汽
笛
音
で
時
刻
を
知
ら
せ
る
目
覚
ま
し
時
計
や

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
車
内
限
定
で
販
売
。
関
連
会

社
が
企
画
製
造
す
る
菓
子
や
土
産
物
は
、
地
方

鉄
道
と
は
思
え
な
い
充
実
ぶ
り
だ
。

マ
イ
カ
ー
で
訪
れ
る
乗
客
の
た
め
に
は
、
新

金
谷
駅
周
辺
に
駐
車
場
（
１
日
７
０
０
円
）
や

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
１
７
０
台
が
収
容

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
、
関
連
会
社
が
管

理
運
営
し
て
い
る
。

「
こ
の
規
模
の
鉄
道
に
し
て
は
、
駅
弁
や
グ
ッ

ズ
な
ど
の
関
連
商
品
が
充
実
し
、
パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
観
光
鉄
道
に
特

化
し
て
い
る
当
社
で
は
、
運
賃
以
外
の
収
益
を

上
げ
る
方
法
を
常
に
検
討
し
て
い
る
」
と
山
本

課
長
は
語
る
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｌ
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
営
業
戦
略
も
練
ら
れ
て
い
る
。
平
成
24
年

の
夏
休
み
期
間
中
に
は
、
青
い
「
Ｓ
Ｌ
く
ん
」

を
運
行
。
創
立
80
周
年
の
際
に
社
員
が
作
成
し

123昭和 6 年開業
の田野口駅。乗車券
販売窓口など、当時
の姿が復元されてい
る 4本社がある新金
谷駅。構内では出発
前のＳＬや留置され
た客車を見ることが
できる 56ＳＬ急行
が停車する家山駅。
駅 舎 構 内 に は 売 店

「ＳＬの里」がある
2 3 6
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特集：ＳＬ運行による鉄道と地域の再生
［大井川鐵道のＳＬ運行と地域の活力創造］

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
実
物
の
Ｓ
Ｌ
に
し
て
走
ら

せ
た
。
ペ
ン
キ
を
手
塗
り
し
た
青
い
車
体
に
愛

嬌
の
あ
る
顔
が
付
い
た
Ｓ
Ｌ
は
、
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
企
画
の
発
案
者
で
あ
る
伊
藤
課
長
は

「
黒
い
Ｓ
Ｌ
を
青
く
塗
装
す
る
こ
と
に
賛
否
両
論

あ
っ
た
が
、
青
い
Ｓ
Ｌ
の
前
で
喜
ん
で
写
真
を

撮
る
親
子
連
れ
の
姿
が
励
み
に
な
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

一
方
、
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
す
っ
か
り

定
着
し
て
い
る
の
が
、
昭
和
58
年
か
ら
続
く
夏

の
ビ
ー
ル
列
車
だ
。
い
ま
や
全
国
各
地
の
鉄
道

で
行
わ
れ
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
大
井
川

鐵
道
の
歴
史
は
長
い
。
そ
れ
だ
け
に
常
連
が
多

く
、
毎
年
参
加
す
る
フ
ァ
ン
も
少
な
く
な
い
。

普
段
は
大
井
川
鐵
道
に
乗
車
し
な
い
地
元
住
民

も
、「
ビ
ー
ル
列
車
だ
け
は
特
別
と
思
っ
て
い
る

よ
う
だ
」（
伊
藤
課
長
）。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
夜

間
の
Ｓ
Ｌ
乗
車
を
体
験
で
き
る
「
Ｓ
Ｌ
ナ
イ
ト

ト
レ
イ
ン
＆
撮
影
会
ツ
ア
ー
」
が
あ
る
。
終
点

の
千
頭
駅
で
は
、
転
車
台
上
に
停
車
し
た
Ｓ
Ｌ

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
幻
想
的
な
姿
を
写
真
に

収
め
て
も
ら
う
。
10
年
以
上
続
く
人
気
イ
ベ
ン

ト
だ
が
、
固
定
フ
ァ
ン
が
多
く
、
毎
年
、
予
約

席
は
即
日
完
売
す
る
そ
う
だ
。

成
功
を
収
め
た
「
車
両
区
整
備
工
場
見
学
」

観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
住
民
に
も
好

評
な
の
が
「
車
両
区
整
備
工
場
見
学
」
だ
。
関

係
者
以
外
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
た
新
金

谷
車
両
区
に
、
見
学
通
路
の
整
備
を
進
め
、
Ｓ

Ｌ
の
出
発
前
準
備
風
景
や
Ｓ
Ｌ
の
整
備
風
景
を

見
学
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

新
東
名
高
速
道
の
開
業
に
合
わ
せ
、
平
成
24

年
の
Ｇ
Ｗ
企
画
と
し
て
開
始
し
て
以
降
、
夏
休

み
や
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
、
土
曜
・
日
曜
を

中
心
に
見
学
日
を
設
定
し
て
い
る
。
開
始
し
て

４
カ
月
あ
ま
り
の
９
月
中
旬
に
は
、
見
学
者
数

１
万
人
を
達
成
し
た
。

「
最
初
、
現
場
側
は
安
全
面
か
ら
賛
成
で
き

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
営
業
と
し
て
は
お
客
さ

ま
に
Ｓ
Ｌ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
り
た
か
っ
た
。
見
学
通
路
を
整
備
す
る
な
ど

環
境
を
整
え
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ざ
始
め
る
と
、

現
場
も
期
待
以
上
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
」

と
伊
藤
課
長
は
言
う
。
ま
た
、
山
本
課
長
も

「
作
業
が
忙
し
く
、
現
場
が
お
客
さ
ま
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
か

と
懸
念
し
て
い
た
が
、
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
、

お
客
さ
ま
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
て
い

る
」
と
満
足
気
だ
。

そ
ん
な
声
に
対
し
て
、
現
場
の
松
本
整
備
士

は
「
皆
さ
ん
、
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い
る
し
、

歓
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
整
備
工
場
見
学
に
限

ら
ず
、
車
両
区
の
脇
の
駐
車
場
か
ら
身
を
乗
り

出
す
よ
う
に
し
て
Ｓ
Ｌ
を
ご
覧
に
な
る
方
も
多

い
。
そ
う
い
う
場
面
に
出
合
う
と
、
Ｓ
Ｌ
の
整

備
に
携
わ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と

話
す
。
営
業
サ
イ
ド
と
整
備
現
場
、
立
場
や
ア

プ
ロ
ー
チ
は
異
な
っ
て
も
、「
観
光
鉄
道
と
し
て

何
を
す
べ
き
か
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
じ

も
の
を
見
据
え
て
い
る
よ
う
だ
。

普
通
電
車
の
乗
車
人
員
増
と
沿
線
観
光
の
活

性
化
を
目
指
し
、
割
引
切
符
も
数
多
く
用
意
し

て
い
る
。
閑か

ん
ぞ
う蔵
・
接せ

っ
そ
き
ょ
う

岨
峡
や
寸す

ま
た
き
ょ
う

又
峡
を
観
光
す

る
周
遊
券
、「
川
根
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
泉
」
な
ど

沿
線
の
観
光
施
設
と
往
復
乗
車
券
を
セ
ッ
ト
に

し
た
ク
ー
ポ
ン
、
大
井
川
鐵
道
全
線
や
本
線
・

1見学通路を整備して始めた「車両区整備工場見学」が
好評だ 2「ＳＬフェスタ」ではＳＬ無料乗車体験を実施

（写真提供：島田市） 3夏休みはＳＬを楽しむ家族連れが
多い 4子どもたちの人気を集めた青い「ＳＬくん」 5オ
リジナルの駅弁も人気 6車内限定販売のどら焼き

1 3 6
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井
川
線
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
リ
ー
切
符
な
ど
だ
。
ユ

ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
は
、
午
後
３
時
か
ら
終
電

ま
で
の
時
間
限
定
の
「
た
そ
が
れ
終
電
き
っ
ぷ
」

が
あ
る
。
割
引
率
が
高
く
、
約
半
額
で
乗
車
で

き
る
フ
リ
ー
切
符
だ
。

「
鉄
道
を
愛
好
す
る
人
た
ち
の
層
が
広
が
っ
て

い
る
。
Ｓ
Ｌ
だ
け
に
限
ら
ず
他
の
電
車
の
フ
ァ

ン
も
多
い
。
観
光
周
遊
や
鉄
道
撮
影
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
当
社
の
路
線
を
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
伊
藤
課
長
は
話
す
。

平
成
22
年
４
月
に
は
「
大
井
川
鐵
道
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」
も
発
足
さ
せ
た
。
現
在
の
会
員
数
は

約
５
０
０
人
で
、
会
報
の
発
行
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
割
引
販
売
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら

に
会
員
特
典
と
し
て
大
井
川
鐵
道
の
乗
車
運
賃

が
１
割
引
に
な
る
ほ
か
、
誕
生
日
の
日
付
を
入

れ
た
入
場
券
や
Ｓ
Ｌ
ポ
ス
タ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
、

地
域
の
特
産
品
な
ど
を
贈
っ
て
い
る
。

山
本
課
長
は
「
遠
方
の
方
々
に
も
、
当
社
の

鉄
道
や
こ
の
地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
語
る
。

ま
た
、
今
後
は
青
い
「
Ｓ
Ｌ
く
ん
」
や
車
両

区
整
備
工
場
見
学
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東

京
の
「
旅
い
く
」
と
共
催
し
た
「
職
業
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
」
な
ど
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
、
積
極

的
に
打
ち
出
し
て
い
く
方
針
だ
。

「
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
よ
っ
て
鉄
道

が
好
き
に
な
る
子
ど
も
も
多
い
は
ず
。
子
ど
も

た
ち
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
、
大
井
川
鐵
道

の
未
来
に
つ
な
が
る
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

観
光
振
興
を
目
指
し
進
む
自
治
体
と
の
協
働

地
元
で
は
、
島
田
市
が
中
心
と
な
っ
て
、
Ｓ

Ｌ
を
観
光
資
源
と
し
た
地
域
活
性
化
を
進
め
て

い
る
。
平
成
23
年
・
24
年
に
は
、
島
田
市
と
川

根
本
町
が
連
携
し
て
「
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
。
地
域
が
一
つ
に
ま
と
ま
ろ
う
と
す
る
動
き

も
強
く
な
っ
て
き
た
。
大
井
川
鐵
道
が
地
域
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

「
行
政
も
当
社
も
互
い
に
相
手
を
必
要
と
し
て

い
る
」
と
山
本
課
長
が
語
る
よ
う
に
、
エ
リ
ア

の
交
流
人
口
増
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ

て
、
い
い
意
味
で
互
い
を
活
用
し
合
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
新
金
谷
駅
に

新
設
さ
れ
た
Ｓ
Ｌ
の
向
き
を
変
え
る
「
転
車
台
」

の
存
在
だ
。
こ
れ
は
島
田
市
が
観
光
施
設
と
し

て
整
備
し
た
も
の
で
、
大
井
川
鐵
道
に
維
持
管

理
を
委
託
し
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
大
井
川
鐵
道
に
は
千
頭
駅
に
し
か

転
車
台
が
な
か
っ
た
た
め
、
転
車
台
は
使
用
せ

ず
、
往
路
は
正
面
運
転
、
帰
路
は
バ
ッ
ク
運
転

を
行
っ
て
い
た
。「
あ
ま
り
格
好
が
よ
く
な
い
と

い
う
理
由
で
、
帰
路
の
乗
車
率
が
悪
か
っ
た
」

と
山
本
課
長
も
振
り
返
る
。

そ
れ
が
も
う
一
台
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
路

線
の
両
端
で
の
方
向
転
換
が
可
能
に
な
り
、
常

に
正
面
を
向
い
て
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。
新
金
谷
の
転
車
台
に
は
乗
客
以
外
に

も
大
勢
の
見
学
者
が
訪
れ
て
お
り
、
整
備
目
的

で
あ
る
観
光
施
設
の
役
割
も
き
っ
ち
り
果
た
し

て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
富
士
山
静
岡
空
港
の
開
業
や
新
東
名

高
速
道
の
開
通
な
ど
、
広
域
交
通
整
備
が
進
む

中
、
国
内
の
遠
隔
地
や
海
外
か
ら
の
集
客
に
つ

い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
静
岡

県
観
光
協
会
主
催
の
商
談
会
を
通
じ
て
、
台
湾

の
旅
行
代
理
店
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

北
海
道
な
ど
へ
も
集
客
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

1プラザロコ内に展示されている
機関車や客車は実際に乗ることが
できる 2ドイツ・コッペル社製
1 号機 3プラザロコ内にあるイ
ンフォメーションセンター 4新
金谷駅に整備された「転車台」 5
新金谷駅向かいにあるプラザロコ
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特集：ＳＬ運行による鉄道と地域の再生
［大井川鐵道のＳＬ運行と地域の活力創造］

最
近
で
は
、
島
田
市
の
観
光
担
当
職
員
と
一
緒

に
営
業
活
動
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に

お
い
て
自
治
体
と
の
協
働
が
進
ん
で
い
る
。

本
物
の
Ｓ
Ｌ
と
地
域
の
観
光
づ
く
り

Ｓ
Ｌ
急
行
の
出
発
駅
で
あ
る
新
金
谷
駅
に
は

大
井
川
鐵
道
本
社
や
新
金
谷
車
両
区
が
あ
り
、

駅
周
辺
に
は
、
関
連
会
社
の
建
物
が
並
ん
で
い

る
。中

で
も
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
大
き
な
建
物
は
、

平
成
９
年
に
開
設
し
た
「
プ
ラ
ザ
ロ
コ
」
だ
。

以
前
は
ス
ー
パ
ー
だ
っ
た
と
い
う
広
々
と
し
た

屋
内
に
、
ド
イ
ツ
・
コ
ッ
ペ
ル
社
製
の
小
型
蒸

気
機
関
車
や
井
川
線
で
使
わ
れ
て
い
た
小
型
客

車
の
静
態
保
存
、
昭
和
30
年
代
の
駅
舎
の
再
現

や
鉄
道
模
型
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て
い

る
。
土
産
物
の
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

Ｓ
Ｌ
の
待
ち
時
間
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
よ
う
に
観
光
鉄
道
と
し
て
の
経
営
基
盤

を
確
立
し
、
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
大
井
川
鐵
道
だ
が
、
こ
こ
に
き
て

Ｓ
Ｌ
急
行
の
乗
車
形
態
に
一
つ
の
課
題
が
持
ち

上
が
っ
て
い
る
。「
乗
車
区
間
の
短
縮
」
だ
。
観

光
バ
ス
の
ツ
ア
ー
は
、
Ｓ
Ｌ
乗
車
と
一
緒
に
グ

ル
メ
や
観
光
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
詰
め
込
ん
で
い
る
。
Ｓ

Ｌ
乗
車
に
使
え
る
時
間
は
わ
ず
か
30
分
。
そ
の

た
め
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
団
体
客
は
停
車
駅
の
家

山
駅
で
降
車
し
て
し
ま
う
の
だ
。

「
鉄
道
単
体
で
見
る
と
、
一
人
当
た
り
の
平
均

単
価
が
確
実
に
落
ち
て
い
る
。
し
か
も
途
中
下

車
す
る
と
、
乗
車
時
間
が
短
い
た
め
車
内
で
食

事
を
し
よ
う
と
し
な
く
な
り
、
駅
弁
の
売
り
上

げ
に
も
影
響
す
る
。
当
社
の
多
角
経
営
は
、
Ｓ

Ｌ
と
連
動
し
た
事
業
が
多
い
の
で
、
マ
イ
ナ
ス

面
も
運
命
共
同
体
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
伊
藤

課
長
は
語
る
。

か
つ
て
大
井
川
鐵
道
が
「
観
光
鉄
道
」
を
生

き
残
り
策
と
し
て
選
択
し
た
背
景
に
は
、
沿
線

人
口
の
減
少
も
あ
っ
た
。
上
流
部
の
川
根
本
町

の
高
齢
化
率
は
静
岡
県
内
で
１
位
だ
。
大
井
川

鐵
道
の
定
期
利
用
者
は
全
輸
送
人
員
の
約
２
割

を
占
め
る
が
、
通
勤
で
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
少
子
化
が
進
み
、
通
学
利
用
も
減
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
増
え
る
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。

「
鉄
道
事
業
者
の
収
益
は
通
常
、
通
勤
通
学

の
定
期
利
用
が
ベ
ー
ス
に
な
る
が
、
当
社
の
場

合
は
観
光
客
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。
し
か
し
、
東

日
本
大
震
災
後
、
全
国
の
観
光
地
に
大
き
な
影

響
が
出
た
よ
う
に
、
観
光
に
安
定
は
望
め
な
い
。

そ
れ
を
収
益
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と

山
本
課
長
は
言
う
。

全
国
に
視
線
を
向
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｌ
の
保
存
運

転
を
手
掛
け
る
鉄
道
事
業
者
が
増
え
て
い
る
。

そ
れ
も
踏
ま
え
た
上
で
「
大
井
川
鐵
道
な
ら
で

は
の
『
本
物
感
』
を
大
切
に
し
て
差
別
化
を
図

り
、
Ｓ
Ｌ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
楽
し
む
観

光
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
伊
藤
課
長
は
言
い
、

「
何
も
手
を
加
え
て
い
な
い
往
年
の
姿
そ
の
ま
ま

の
旧
型
客
車
だ
か
ら
『
本
物
の
Ｓ
Ｌ
の
旅
』
を

ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
。
地
元
の
食

材
や
名
産
品
を
掘
り
起
こ
し
て
、
沿
線
周
辺
で

観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
続
け
る
。

Ｓ
Ｌ
保
存
運
転
を
「
観
光
鉄
道
」
を
テ
ー
マ

に
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
た
大
井

川
鐵
道
。「
白
井
昭
氏
が
蒔
い
た
種
が
花
開
い

た
」
と
山
本
課
長
が
語
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｌ
は
も

は
や
自
社
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
貴

重
な
財
産
と
し
て
、
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。

37
年
前
、
大
井
川
鐵
道
の
行
く
道
を
切
り
開
い

た
Ｓ
Ｌ
は
い
ま
、
地
域
の
未
来
の
開
拓
に
大
き

な
期
待
が
掛
か
る
。

1千頭駅「ＳＬ資料館」ではＳＬに関する資料
を展示 2ホームで安全確認をする車掌 3通学
路線でもある大井川本線4旧型客車の側面に付
けられたプレート 5南海 21000 系。当時のま
まの淡いグリーンの車体 6ＳＬに向かって手
を振る沿線の人たち
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